
事業番号①

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名 　環境保全普及啓発事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成６年度

担当部署 　広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

　学校、家庭、事業者等による環境保全活動を促進するため、「環境の日」に関連したイベント開催等の普及啓発事業を
行い、実践行動の拡大を図る。
　【目標】「環境の日」ひろしま大会来場者　5,500人以上。(令和９年度）
　【実績】H30　3,600人　R01　3,700人　R02　中止（新型コロナウイルス感染拡大防止のため）
          R03　7,061アクセス（特設WEBサイトによりオンラインで開催）
　　　　　R04　9,590アクセス（特設WEBサイトによりオンラインで開催）

　(１)「環境の日」ひろしま大会
　　　「環境の日」に関連したイベントを開催し、団体・事業者等の環境保全に関する取組を紹介することにより、
　　　県民の環境保全意識の醸成を図る。
　(２)環境月間行事
　　　すぐれた環境保全活動やポスターを顕彰し、実践行動に取り組む個人・事業者等の意識の高揚を図る。
　(３)「ひろしま環境の日」行動宣言
　　　省エネ生活、エコドライブ等の環境にやさしいライフスタイルや事業活動の実践を呼びかけ、個人、事業者等の取組参加を
      活発化し、実践行動の拡大を図る。
　(４)ひろしま地球環境フォーラム
　　　ひろしま地球環境フォーラム（県民、事業者、団体、行政等が連携して環境への取組を総合的に推進する組織）に参画し、
　　　構成員とともに環境啓発活動、保全活動等を行う。

なし。

　(１)「環境の日」ひろしま大会
　　　新型コロナウイルス感染拡大防止のため特設WEBサイトによるオンライン開催とした。
　(２)環境月間行事
　　　環境ポスター・標語の表彰。（広島県知事賞各１件、広島県教育委員会賞各１件を表彰　表彰式：11/25）
　(３)「ひろしま環境の日」行動宣言
　　　省エネ生活等の実践を呼びかけ、実践する個人や団体を募集・登録。(令和４年度末現在　1,662団体）
　(４)ひろしま地球環境フォーラム
　　　環境啓発活動。（オンライン環境講演会、こどもエコツアー等を実施）



事業番号①

令和４年度 事業報告書

事 業 名 　環境保全普及啓発事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成６年度

担当部署 　広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

５．事業工程表

（１）

（２）

（３）

（４）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

641 634 271 563 548 772 772 772 772 772

649 1,290 1,924 2,195 2,758 3,306 4,078 4,850 5,622 6,394 7,166

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

-4% 2% 0% 0% 0% 5% 5% 5% 5% 13%

69% 65% 67% 67% 67% 67% 72% 77% 82% 87% 100%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

　　　　　　準備

環境月間行事 選考　　　表彰 　

「環境の日」ひろしま大会

募集

需用費（その他） 14,758 14,758 みなし在庫用品

515,955
ひろしま地球環境フォーラム、「環境の日」ひろ
しま大会

役務費 16,500 16,500 環境と健康のポスターに係る表彰状筆耕業務

合計 一般財源等

「ひろしま環境の日」行動宣言 呼びかけ・募集・登録・紹介

ひろしま地球環境フォーラム 団体の活動に参画

事業費（累計）

進捗率（累計）

基金充当額 備　考

合計 547,213 0 547,213 （単位：円）

年度（単位:千円）

事業費（単年度）

年度

進捗率（単年度）

負担金 515,955
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進捗状況

進捗率（単年度） 進捗率（累計）



事業番号②

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名 里山バイオマス利用促進事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 － 開始年度 平成２８年度

担当部署 広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

　里山を手入れすることにより搬出される未利用材を地域の温浴施設等で熱利用する等、地域が一体となって、里山の未
利用材をバイオマス燃料として活用する活動を県内各地へ拡大する。

　地域住民が里山を手入れすることにより搬出される木材を地域の温浴施設等で熱利用する等、里山の未利用材をバイオ
マス燃料として活用するためのリーダー育成、組織作り等を支援する。
　荒れた里山を地域住民が手入れすること、そのことで搬出される未利用材を有効活用することで、環境保全活動に資す
る。
　平成28年度から中山間地域を中心に、組織化された住民による活動を目指す。（温浴施設での熱利用の例：薪ボイラー
の活用）
（流れ）
①　機運醸成
②　専門家派遣
③　事業性判断・スキーム決定
④　本格実施

なし。

　住民団体（12団体のうち６団体）と「個別面談」を行い、個別ヒアリングを行い、各団体が抱える課題を把握し、共通
する課題を抽出した。個別面談で抽出した各団体に共通する課題については「全体交流研修」で取り上げた。
　また、住民団体の情報を踏まえて、「環境学習」を実施する住民団体を決定したり、「全体交流研修会」で、バイオマ
ス利用拡大のモデルづくりや全県的な実践コミュニティづくりの円滑な進行につなげた。
　学生には、「環境学習」と「全体交流研修会」どちらにもできるだけ参加していただき、「環境学習」で学んだ内容と
日頃大学で学習している成果を、「全体交流研修会」に活用していただいた。
 
　・環境学習（２回）
　・全体交流研修会（２回）



事業番号②

令和４年度 事業報告書

事 業 名 里山バイオマス利用促進事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 － 開始年度 平成２８年度

担当部署 広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

５．事業工程表

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

6,616 6,405 6,092 4,527 4,797 4,800 4,800 4,800 4,800 4,800

13,805 20,421 26,826 32,918 37,445 42,242 47,042 51,842 56,642 61,442 66,242

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

40% 20% 20% 0% 0% 10% 10% 10% 10% 10%

60% 100% 120% 140% 140% 140% 150% 160% 170% 180% 190%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

日程調整

契約発注

専門家派遣実施

内容調整

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

次年度計画調整

4,796,715 里山バイオマス利用拡大支援業務委託費 4,796,715 0

進捗率（累計）

0 4,796,715 （単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

進捗率（単年度）

年度（単位:千円）

年度

合計 4,796,715
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進捗状況

進捗率（単年度） 進捗率（累計）
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事業番号③

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名 ひろしまクールシェア 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成２６年度

担当部署 環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

　夏の省エネ対策として、家庭から公共施設や商業施設等に出かけて、涼しさを分け合い、家庭での節電を促進する「ひろ
しまクールシェア」の取組を実施する。
　【目標】 参加協力施設数　1,500施設以上

・夏の省エネ対策として、家庭から公共施設や商業施設に出かけて、涼しさを分け合い、家庭での節電を促進する取組を実
施するため、商業施設や、公共施設に呼びかけ、参加協力施設を募集する。
・ひろしまクールシェア参加協力施設にポスター・チラシなどを提供する。また、県民の参加を促すために、参加協力施設
には実施期間中にタイムセール・割引・クーポンなどの独自のサービスを依頼し、県ではアンケートに回答した中から抽選
でプレゼントを行う。

⇒新型コロナウイルス対応により、「シェア」を呼びかけることが困難だったため、代わりに家庭や事業所（職場）におい
て、新しい生活様式を守りながら、実践できる省エネ行動の提案を行った。

なし。

（１）参加協力施設の募集
　　 ・県内公共施設・商業施設に対して参加依頼を目的としたDM発送
　　 ・参加協力施設へのタイムセールや割引、クーポンなどの参加を促進する独自サービス実施の依頼
（２）啓発物品の作成及び発送
　　 ・啓発チラシ・ポスターの作成及び発送
（３）抽選の実施
　　 ・対象施設を利用し、アンケートに回答した参加者の中から抽選でプレゼントを進呈
　
⇒新型コロナウイルス対応により、「シェア」を呼びかけることが困難だったため、代わりに家庭や事業所（職場）におい
て、新しい生活様式を守りながら、実践できる省エネ行動の提案を行った。



事業番号③

令和４年度 事業報告書

事 業 名 ひろしまクールシェア 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成２６年度

担当部署 環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

５．事業工程表

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

4,799 4,837 0 3,184 4,000 5,340 5,340 5,340 5,340 5,340

12,405 17,204 22,041 22,041 25,225 29,225 34,565 39,905 45,245 50,585 55,925

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

1% 28% 0% 2% 0% 5% 5% 5% 5% 5%

45% 46% 74% 74% 76% 76% 81% 86% 91% 96% 100%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

日程調整

契約発注

普及啓発事業実施

内容調整

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

次年度計画調整

進捗率（累計）

ひろしまクール＆ウォームビズ運営業務委託料 3,999,600 0 3,999,600

（単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

進捗率（単年度）

年度（単位:千円）

合計 3,999,600 0 3,999,600
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進捗率（単年度） 進捗率（累計）



事業番号④

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

　全ての県民が地球温暖化問題への理解を深め、日常生活において省エネ行動を自主的かつ積極的に進めるために家庭にお
ける省エネ行動促進事業を実施する。
【目標】
　うちエコ診断制度の運用
　うちエコ診断件数：5,774世帯（平成29年～令和9年）

開始年度 平成２９年度

担当部署 　環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

令和４年度

なし。

家庭における省エネ行動促進事業に係る広報業務（478,500円）
・「うちエコ診断WEBサービス」の周知、広報業務

家庭における省エネ行動促進事業（1,494,900円）
・地域協議会等での「うちエコ診断」を活用した普及啓発
・「うちエコ診断WEBサービス」の集計業務
・公衛協等の地域活動団体を対象とした普及啓発

事業報告書

　家庭部門のCO2排出量の削減に向けて、県民一人ひとりの自発的な行動を促す普及啓発等に注力するため、家庭における
省エネ行動促進事業を実施する。

事 業 名 　家庭における省エネ行動促進事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 　－



事業番号④

開始年度 平成２９年度

担当部署 　環境県民局環境政策課 終了年度 令和９年度

令和４年度 事業報告書

事 業 名 　家庭における省エネ行動促進事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 　－

５．事業工程表

(1)

(2)

(3)

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

10,712 11,355 6,027 5,079 1,974 2,298 2,298 2,298 2,298 2,298

7,985 18,697 30,052 36,079 41,158 43,132 45,430 47,728 50,026 52,324 54,622

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

28% 31% 23% -31% -16% 8% 8% 8% 8% 8%

23% 51% 82% 105% 74% 58% 66% 75% 83% 92% 100%

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

委託費 1,973,400 1,973,400 うちエコ診断運用・普及啓発費

うちエコ診断普及啓発

うちエコ診断運用

うちエコ診断委託契約

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

進捗率(単年度)

進捗率（累計）

（単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

年度（単位:千円）

合計 1,973,400 1,973,400
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事業番号⑤

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名 瀬戸内海環境保全推進事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成１４年度

担当部署 広島県環境県民局環境保全課 終了年度 令和９年度

（目的）
　瀬戸内海の環境を良好に維持していくためには、多くの人々に海に対する関心や興味・愛着を持ってもらい、環境の維
持や保全の取組に参加しやすい仕組みづくりが必要である。
　このため、関係市町と協力して、「せとうち海援隊」への活動支援を拡充し、県内の海浜における、清掃・美化活動や
海岸・干潟生物調査等の環境保全活動を促進する。
〈せとうち海援隊：瀬戸内海の海浜清掃、海岸・干潟の生物調査などを実施する団体で、県の認定を受けた団体。〉

（目標）
　せとうち海援隊　認定数　49団体

せとうち海援隊の活動支援
　⑴　環境保全活動用資材の提供
　⑵　傷害保険・賠償保険への加入

なし。

⑴　環境保全活動用資材の提供
　　海岸生物モニタリング調査に必要な教材や機材、また、海浜清掃活動に必要な用具をせとうち海援隊に提供し、瀬戸
内
　海の環境保全活動への取組を支援した。
　〈提供資材〉軍手、タオル、ビブス、のぼり旗、火バサミ、バケツ等
⑵　傷害保険・賠償保険への加入
　　当事業で実施する海岸生物調査や海浜清掃活動への参加者に対し、傷害保険・賠償保険を掛けた。

　＜実績＞令和４年度末　認定数　39団体（令和３年度末：35団体）



事業番号⑤

令和４年度 事業報告書

事 業 名 瀬戸内海環境保全推進事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成１４年度

担当部署 広島県環境県民局環境保全課 終了年度 令和９年度

５．事業工程表

（１）

（２）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

359 456 679 620 530 747 747 747 747 747

1,757 2,116 2,572 3,251 3,871 4,401 5,148 5,895 6,642 7,389 8,136

 

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

0% 0% -3% 0% 9% 3% 3% 3% 3% 3%

80% 80% 80% 77% 77% 86% 89% 92% 94% 97% 100%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

傷害保険・賠償保険への加入

海岸保全活動用資材の提供

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

需用費（その他） 341,596 341,596 ロゴ入りタオル、瀬戸内海援隊ビブスなど

役務費 187,850 187,850 損害保険契約

進捗率（累計）

0 529,446 （単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

進捗率（単年度）

年度（単位:千円）

年度

合計 529,446

0%

20%

40%

60%

80%

100%

進捗状況

進捗率（単年度） 進捗率（累計）



事業番号⑥

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名 希少動植物種生息地調査・保全事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成30年度

担当部署 広島県環境県民局自然環境課 終了年度 令和９年度

　県民が生物多様性の恵沢を将来に渡って享受するため、科学的情報に基づいて生物多様性を適切に保全し、県民が自然環
境（生態系）の重要性に対する理解を促進する必要がある。
　成果目標　自然観察会　参加人数　3,500名/年（平成39年度）

　県民が自然環境(生態系)の保全の重要性に対する理解を深め、保全意識の高揚を図るため、県民に対し生きもの情報を分
かりやすく提供し、自然環境（生態系）の保全の重要性を普及・啓発する。
　このため、必要な調査や情報の蓄積を行い、ホームページや県広報誌等を通じて広く生きものの現状を県民に発信し、自
然環境（生態系）の重要性を県民に訴求する。
　併せて、次世代を担う子供達に自然環境（生態系）の保全を理解してもらうため、自然観察会を実施する。

　生物多様性基本法⇒未来へつなげ命の環！広島プラン～生物多様性広島戦略～（計画）
　広島県環境基本条例⇒第３次広島県環境基本計画
　広島県野生生物の種の保護に関する条例

①希少動植物種の調査及び普及啓発
・県民に対し生きもの情報を提供するための必要な調査及び自然環境保全の普及・啓発にかかる自然観察会等の開催
委託事業の中では、市民（県民）モニタリングの機運上昇を目標としている。県民自らが生きもの情報収集の立役者となる
ことにより、生物多様性保全の推進を目指す。このため、事業には、専門家を講師として招き、同定を前提とした生物写真
の取り方・環境省生きものログを利用するための講習会型の観察会を複数年２回程度開催する。
＜実績＞R４: 240名
②ヒョウモンモドキ保全地域協議会への負担金
・安定的な生息環境を保持するための保全対策及び普及・啓発（観察会及び普及啓発グッズ配付）
ヒョウモンモドキ保全地域協議会は、ヒョウモンモドキ保護の会等の地元住民による自然保護団体が連携して同種の保護に
当たることができるよう設立された。同種の生息地は現在、パッチ状に点在していることから、これらの団体が別々の生息
地を受け持ち、除草・灌木等の除伐を行っている。また、広島県せら県民公園では住民の手により、同種の専好植物である
キセルアザミやノアザミの栽培・幼虫の飼育・観察会が行われており、負担金はこれらの保全活動に必要な経費に当てられ
ている。



事業番号⑥

令和４年度 事業報告書

事 業 名 希少動植物種生息地調査・保全事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成30年度

担当部署 広島県環境県民局自然環境課 終了年度 令和９年度

５．事業工程表

（１）

（２）

（３）

（４）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

3,524 4,940 6,190 6,180 5,585 7,472 7,472 7,472 7,472 7,472

0 3,524 8,464 14,654 20,834 26,419 33,891 41,363 48,835 56,307 63,779

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

45% 10% 6% 5% 5% 5% 6% 6% 6% 6%

0% 45% 55% 61% 66% 71% 76% 82% 88% 94% 100%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

普及・啓発グッズ制作・配付

自然観察会 （野鳥観察会）

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

委託費 5,170,000 5,170,000 調査・普及啓発業務

進捗率（累計）

0 5,584,670 （単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

進捗率（単年度）

年度（単位:千円）

年度

合計 5,584,670

調査・情報収集発信

委託事業発注

負担金 400,000 400,000 協議会への負担金

旅費 14,670 14,670 保全連絡調整会議、協議会

0%

20%

40%

60%

80%

100%

進捗状況

進捗率（単年度） 進捗率（累計）



事業番号⑦

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名 傷病鳥保護普及啓発事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成30年度

担当部署 広島県環境県民局自然環境課 終了年度 令和９年度

  野生鳥類との共存に対する県民の意識を高めるため、児童をはじめ広く県民の鳥獣保護意識の醸成を図る。
　成果目標　コンクール応募点数　400点/年（平成39年度）

２　概要
　○ 鳥獣保護意識醸成のため、昭和22年～毎年５月に実施されている愛鳥週間の普及啓発を行う。
　　① ポスターの作成過程を通じて野生鳥類についての保護思想を高めるため、原画作品を募集する。
　　② 県審査で入選作品を県内各地で展示し、愛鳥週間の普及啓発を実施する。
　　③ 県審査で優秀作品９作品（特選３・特別６）を全国コンクールに応募する。

  鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律、広島県野生生物の種の保護に関する条例

・ポスターの作成過程を通じて野生鳥類についての保護思想を高めるため、「全国愛鳥週間用ﾎﾟｽﾀｰ原画作品」を募集し、優
秀作品（作品８作品（特選２・特別６）を全国コンクールに応募した。
※　応募数：210作品（43校）
・巡回展示は各管理者の自主催事と組み合わせて、県民の正しい鳥獣保護意識を高められるように工夫した。
※　５月から10月にかけて県内６カ所で入選作品の巡回展示を実施した。



事業番号⑦

令和４年度 事業報告書

事 業 名 傷病鳥保護普及啓発事業 新規・継続区分 継続

事 項 名 ― 開始年度 平成30年度

担当部署 広島県環境県民局自然環境課 終了年度 令和９年度

５．事業工程表

（１）

（２）

（３）

（４）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

23 23 19 25 25 42 42 42 42 42

0 23 46 65 90 115 157 199 241 283 325

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

66% -10% 5% 5% 5% 5% 6% 6% 6% 6%

0% 66% 56% 61% 66% 71% 76% 82% 88% 94% 100%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

審査

募集

県内巡回展示（前の年度の作品） (5月～10月）

表彰

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

報償費 9,200 9,200 愛鳥週間ポスター作品審査会

旅費 3,790 3,790 愛鳥週間ポスター作品審査会

役務費 11,887 11,887 愛鳥週間　特選賞状筆耕料

進捗率（累計）

0 24,877 （単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

進捗率（単年度）

年度（単位:千円）

年度

合計 24,877
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40%

60%

80%

100%

進捗状況

進捗率（単年度） 進捗率（累計）



事業番号⑧

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名 再生可能エネルギー普及促進事業 新規・継続区分 新規

事 項 名 ― 開始年度 令和４年度

担当部署 　広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和４年度

（目的）
ネット・ゼロカーボン社会の実現に向けて、主に民生（家庭）部門に向けた広報の実施により、再生可能エネルギーの普及
を促進する。

（目標）
太陽光発電導入量　（R3実績）1,683千kW　（R9目標）2,035千kW

再生可能エネルギーの導入促進のため、主に、民生（家庭）部門に向けて、広報活動を実施する。
○再エネ電力の利用が温暖化対策に有効であることを周知
○太陽光発電設備等の共同購入の周知
○再エネ電力プランの契約促進

なし。

事業を実施しなかった。



事業番号⑧

令和４年度 事業報告書

事 業 名 再生可能エネルギー普及促進事業 新規・継続区分 新規

事 項 名 ― 開始年度 令和４年度

担当部署 　広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和４年度

５．事業工程表

（１）

（２）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

0

0

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

0%

0%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

広報資料の作成・配布

県内市町と協議

委託料 0 0 広報、パンフデザイン等の委託

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

進捗率（累計）

（単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

進捗率（単年度）

年度（単位:千円）

合計 0 0 0

需用費（その他） 0 0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

進捗状況

進捗率（単年度） 進捗率（累計）



事業番号⑨

１．目的及び目標（値）

２．概要

３．根拠法令等

４．事業内容等

令和４年度 事業報告書

事 業 名  ナッジを活用した啓発による家庭の省エネ行動促進事業 新規・継続区分 新規

事 項 名 ― 開始年度 令和４年度

担当部署 　広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和４年度

（目的）
ネット・ゼロカーボン社会の実現に向けて、主に民生（家庭）部門に対してナッジを活用した啓発を実施することで、各家
庭における省エネ行動の取組を促進させる。

（目標）
家庭で取り組める省エネ行動を３つ以上実践している人の割合　(R3実績)70％　(R9目標)100％

各家庭における省エネ行動の取組を促進させるため、ナッジを活用した啓発を実施する。
具体的な啓発内容は、次のとおり。
○最新型家電への買い替えは家庭に高い省エネ効果をもたらすこと
○省エネのために各家庭で取り組むべき具体的な行動 等

なし。

事業を実施しなかった。



事業番号⑨

令和４年度 事業報告書

事 業 名  ナッジを活用した啓発による家庭の省エネ行動促進事業 新規・継続区分 新規

事 項 名 ― 開始年度 令和４年度

担当部署 　広島県環境県民局環境政策課 終了年度 令和４年度

５．事業工程表

（１）

（２）

（３）

６．事業費等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

0

0

７．進捗状況等

～平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

0%

0%

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

リーフレットの印刷・配布

県内市町と協議

SNSでの情報発信

需用費（その他） 0 0 リーフレット印刷費

合計 一般財源等 基金充当額 備　考

役務費 0 0 情報発信のための広報費

進捗率（累計）

（単位：円）

事業費（単年度）

事業費（累計）

年度

進捗率（単年度）

年度（単位:千円）

合計 0 0 0

0%

20%

40%

60%

80%

100%

進捗状況

進捗率（単年度） 進捗率（累計）


